
発１１にあたって

平成１０ｲ1二10月】ロ水産庁研究所の組織政|Eにより、瀬)『｢内海区水産11)11:究)ﾘ『が発疋しました。iliii

戸内海|X水鵬llUI:究所としては文字通I)iiliii戸1ﾉﾘ海を主たる1i)|:究対象海域として|＃il釧性内湾域におけ

る漁梁の振興とともにliIl鋤W:水域で'１１１題の多い漁場環境保乍について|ﾘﾄﾂﾋﾟを璽,IlX化してｌＩｔ逃する

ことになっています。

さて，科学技術の発展のためには，基礎研究の深化と｣,Ｌ礎的研究成果の応川が相互に連携する

必要のあることは言うまでもありません。－ﾉｱ，成果の総合ｌＷな解析とＩＵ１ヅピニーズの繋理，Mii采

の解説とＭ:比および利・'iiIi川が，研究の効率|'Ⅲ推進において怖々その７１t典'１'|：が増しております。

このような情勢および掛界の要請に応えるために，また，瀬戸内海低水騰研究所の発足をiiB念

して原著論文を掲載する「i1liiiﾉｺﾞ内海区水産1i)|:究所研究報告」の他に「i11iii戸1ﾌﾞﾘ海区水康研究lﾘr調査

研究繼１１１:」を新たに｢|｣行することにしました。艘書では，iWiﾉ｢1人1海'だ水2剛｢究所の対象海域であ

る瀬ﾉｆｌﾉl脈など|]'１鎖性水域における漁業］ノk物JIl2産，ｉ/,〈i1ll1・’'2]-:厳プランクトンおよびｲL｢糠物質汚

染に係る識問題の解析を皿して研究推進〃1【Ⅲ，研究ニーズや課題および｛】｢ﾂﾞﾋﾞ下法などについて取

りまとめ，水産研究のさらなる発鍵に貢献したいと考えています。

ここに，「iiliii戸内海区水産li1r究所iiIlMi:(ﾘ|:先漉普」をﾂﾞ&Ｉ:Ｉするにあた()，211Ⅱ:紀にlii]けた新たな

水産業の#'1造にlfTlけてjﾘ『貝・丸となって努ﾉJする所存であ})ます。各界のご｣l1lL解とご指蝋，ごil1M

鍵を宜しくお願いします。
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